
上記の事項に係る情報につきましては、法令及び当社定款第12条の
規定に基づき、当社ウェブサイト（ https：//nix.co.jp/ ）に掲載
す る こ と に よ り 、 株 主 の 皆 様 に 提 供 し て お り ま す 。

株主各位

第91期定時株主総会招集ご通知に際しての

インターネット開示事項

■連結計算書類の「連結注記表」

■計算書類の「個別注記表」

株式会社ニックス



連結注記表

（連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）

１. 連結の範囲に関する事項

(1) 連結の範囲に関する事項

連結子会社の数 ４社

(2) 連結子会社の名称 NIX OF AMERICA

香港日幸有限公司

上海日更国際貿易有限公司

NIX (THAILAND) LTD.

２. 持分法の適用に関する事項

(1) 持分法適用関連会社 １社

(2) 持分法適用関連会社の名称 珠海立高精機科技有限公司

３. 連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社のうち、上海日更国際貿易有限公司の決算日は12月31日であります。

　連結計算書類作成にあたって、上記の会社については、連結決算日現在で実施した

仮決算に基づく計算書類を使用しております。

４. 会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

a. 満期保有目的の債券

償却原価法（定額法）

b. その他有価証券

時価のあるもの

決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入法に

より処理し、売却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの

移動平均法による原価法

② デリバティブ

時価法

③ たな卸資産

a. 製品・仕掛品・原材料

総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法）

b. 貯蔵品

終仕入原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）
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(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

a. 建物（建物附属設備を除く）

　定額法によっております。但し、2007年３月31日までに取得したものについ

ては、旧定額法によっております。

b. その他の有形固定資産

　定率法によっております。但し、2007年３月31日までに取得したものについ

ては、旧定率法によっております。

　但し、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、

定額法によっております。

② 無形固定資産（リース資産を除く）

　自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基

づく定額法によっております。

③ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によって

おります。

(3) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によっ

て算定した回収不能見込額を、貸倒懸念債権等特定債権については個別に回収可

能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上して

おります。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法

　当社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自

己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(5) その他連結計算書類作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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株 式 の 種 類
当連結会計年度
期首の株式数(株)

当連結会計年度
増加株式数(株)

当連結会計年度
減少株式数(株)

当連結会計年度
末の株式数(株)

普 通 株 式 2,323,000 0 0 2,323,000

普通株式 243株

配当金の総額 　　　11,613千円（普通株式）

１株当たり配当金額 　　　　　５円

基準日 2020年９月30日

効力発生日 2020年12月21日

配当の原資 利益剰余金

（表示方法の変更）

「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用

　「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号　2020年３月31

日）を当連結会計年度より適用し、連結注記表に「(会計上の見積りに関する注記)」

を記載しております。

（会計上の見積りに関する注記）

　当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目であって、翌連結会計年

度に係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは次のとおりです。

繰延税金資産　　　　　　　　　　　　　　　　97,919千円（繰延税金負債と相殺前）

　繰延税金資産の認識は、将来の事業計画に基づく課税所得の発生時期及び金額によっ

て見積もっております。当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動等によって影響

を受ける可能性があり、実際に発生した課税所得の時期及び金額が当連結会計年度にお

ける見積りと異なった場合、翌連結会計年度の連結計算書類において、繰延税金資産の

金額に重要な影響を与える可能性があります。

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）

１. 発行済株式の総数

２. 当連結会計年度末における自己株式の種類及び株式数

３. 剰余金の配当に関する事項

(1) 配当金支払額等

2020年12月19日開催　第90期定時株主総会決議による配当に関する事項
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配当金の総額 　　　34,841千円（普通株式）

１株当たり配当金額 　　　　　15円

基準日 2021年９月30日

効力発生日 2021年12月20日

配当の原資 利益剰余金

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年

度となるもの

2021年12月18日開催　第91期定時株主総会決議による配当に関する事項

（金融商品に関する注記）

１. 金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

　当社グループは主に設備投資で必要な資金の一部を銀行借入及び社債にて調達し

ております。資金運用については安全性を第一に考慮し、投機的取引は行わない方

針であります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク

　営業債権である受取手形及び電子記録債権、並びに売掛金は、顧客の信用リスク

に晒されております。また、グローバルに事業を展開していることから生じる外貨

建の営業債権は、為替の変動リスクに晒されております。有価証券及び投資有価証

券は発行会社の信用リスク、市場価格の変動リスクに晒されております。

　営業債務である支払手形及び電子記録債務、並びに買掛金、未払金は１年以内の

支払期日であります。また、一部外貨建のものについては、為替の変動リスクに晒

されております。

　借入金及び社債は、主に設備投資に係わる資金調達を目的としたものであり、償

還日は 長で決算日後３年であります。

(3) 金融商品に係るリスク管理体制

① 信用リスク（取引先の契約不履行等に係わるリスク）の管理

　当社は、営業債権等について、各事業部における営業担当者が主要な取引先の

状況を定期的にモニタリングし、取引先ごとに期日及び残高を管理するととも

に、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握及び軽減を図っております。

連結子会社についても同様の管理を行っております。

② 市場リスクの管理

　有価証券及び投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）

の財務状況等を把握しております。

③ 資金調達に係わる流動性リスク（支払期日に支払を実行できなくなるリスク）

の管理

　当社は担当部署が適時に資金繰計画を作成、更新するとともに、手元流動性の

維持を行い流動性リスクの管理を行っております。連結子会社についても当社と

同様の管理を行っております。
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連結貸借対照表計上額
（千円）

時 価
（千円）

差 額
（千円）

(1) 現金及び預金 1,749,722 1,749,722 －

(2) 受取手形及び売掛金 723,303 723,303 －

(3) 電子記録債権 311,274 311,274 －

(4) 有価証券 113,328 113,872 544

(5) 投資有価証券 15,939 15,939 －

資産　計 2,913,568 2,914,112 544

(1) 支払手形及び買掛金 331,319 331,319 －

(2) 電子記録債務 374,036 374,036 －

(3) 短期借入金 21,336 21,336 －

(4) 未払金 92,678 92,678 －

(5) 未払法人税等 62,021 62,021 －

(6) 長期借入金 ※１ 328,774 328,634 △139

(7) 社債 100,000 100,018 18

(8) リース債務 ※１、２ 9,689 9,594 △95

負債　計 1,319,856 1,319,639 △216

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価格のほか、市場価格がない場合には合

理的に算定された価格が含まれております。当該価格の算定においては変動要因を

織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより当該価格が変動する

ことがあります。

２. 金融商品の時価等に関する事項

　2021年９月30日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について

は、次のとおりであります。

※１. 長期借入金及びリース債務には、１年内返済予定等の金額を含んでおります。

※２. リース債務（流動）2,744千円は、流動負債のその他に含まれております。
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連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額
連結決算日における時価

当連結会計年度期首 当連結会計年度増減額 当連結会計年度末

220,718 △1,084 219,633 323,378

（注）１. 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

資　産

(1) 現金及び預金、(2) 受取手形及び売掛金、(3) 電子記録債権

　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額にほぼ等しい

ことから、当該帳簿価額によっております。

(4) 有価証券、(5) 投資有価証券

　これらの時価について、株式は取引所の価格により、債券は取引金融機関か

ら提示された価格等によっております。

負　債

(1) 支払手形及び買掛金、(2) 電子記録債務、(3) 短期借入金、(4) 未払金、

(5) 未払法人税等

　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額とほぼ等しい

ことから、当該帳簿価額によっております。

(6) 長期借入金、(7) 社債、(8) リース債務

　これらの時価については、元利金の合計額を新規に同様の発行、借入または

リース取引を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定し

ております。

２. 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

　該当ありません。

（賃貸等不動産に関する注記）

　当社では、東京都その他の地域において、賃貸利用している不動産等を有しておりま

す。

　2021年９月期における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は4,797千円（賃貸収益は

営業外収益に、賃貸費用は営業外費用に計上）であります。

　賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額及び当連結会計年度における主な変動並びに連

結決算日における時価及び当該時価の算定方法は以下のとおりであります。
（単位：千円）

（注）１. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であり

ます。

２. 当連結会計年度末の時価は主として「固定資産税評価額」に基づいて自社で算

定した金額であります。
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１株当たり純資産額 1,593円43銭

１株当たり当期純利益 85円00銭

連結損益計算書上の親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 197,436

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 197,436

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,322

（１株当たり情報に関する注記）

（１株当たり当期純利益の算定上の基礎）

（重要な後発事象に関する注記）

　該当事項はありません。

（注）記載の数字は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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個別注記表

（重要な会計方針に係る事項）

１. 資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券

① 子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法

② 満期保有目的の債券

償却原価法（定額法）

③ その他有価証券

時価のあるもの

決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は、移動平均法により算定）

時価のないもの

移動平均法による原価法

(2) デリバティブ

時価法

(3) たな卸資産

① 製品・仕掛品・原材料

総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法）

② 貯蔵品

最終仕入原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法）

２. 固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

① 建物（建物附属設備を除く）

　定額法によっております。但し、2007年３月31日までに取得したものについて

は、旧定額法によっております。

② その他の有形固定資産

　定率法によっております。但し、2007年３月31日までに取得したものについて

は、旧定率法によっております。

　但し、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定

額法によっております。

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

　自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づ

く定額法によっております。
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(3) リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によってお

ります。

３. 引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によって

算定した回収不能見込額を、貸倒懸念債権等特定債権については個別に回収可能性

を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に

基づき、当事業年度末において発生していると認められる額を計上しております。

　退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給

額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(3) 役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上してお

ります。

４. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

（表示方法の変更）

「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用

　「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号　2020年３月31

日）を当事業年度より適用し、個別注記表に「(会計上の見積りに関する注記)」を記

載しております。

（会計上の見積りに関する注記）

　当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業年度に係る計算

書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは次のとおりです。

繰延税金資産　　　　　　　　　　　　　　　　80,657千円（繰延税金負債と相殺前）

　繰延税金資産の認識は、将来の事業計画に基づく課税所得の発生時期及び金額によっ

て見積もっております。当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動等によって影響

を受ける可能性があり、実際に発生した課税所得の時期及び金額が当事業年度における

見積りと異なった場合、翌事業年度の計算書類において、繰延税金資産の金額に重要な

影響を与える可能性があります。
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売掛金 187,277千円

買掛金 51,905千円

未払金 1,987千円

流動資産その他 7,615千円

関係会社との取引高

営業取引による取引高　　　　売上高 851,836千円

仕入高 260,310千円

その他営業取引 5,135千円

営業取引以外の取引による取引高 43,046千円

普通株式 243株

　繰延税金資産及び繰延税金負債発生の主な原因の内訳 （単位：千円）

（繰延税金資産）

未払事業税 4,432

未払事業所税 1,876

棚卸評価損 1,152

退職給付引当金 72,237

役員退職慰労引当金 37,990

減損損失 108,000

資産除去債務 3,579

電話加入権 1,008

その他 1,258

繰延税金資産小計 231,534

評価性引当額 △150,877

繰延税金資産合計 80,657

（繰延税金負債）

圧縮記帳積立金 320,822

有価証券評価差額金 651

繰延税金負債合計 321,473

繰延税金負債の純額 240,816

（貸借対照表に関する注記）

関係会社に対する資産及び負債

　区分表示されたもの以外に各科目に含まれているものは、次のとおりであります。

（損益計算書に関する注記）

（株主資本等変動計算書に関する注記）

当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

（税効果会計に関する注記）
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属 性 名 称
議決権等の
所 有

関連当事者との関係 取引の内容 取引金額 科 目 期末残高

連結子会社 N I X  O F  A M E R I C A 100.0％
北米販売会社
役員の兼任

製品の販売
（注１）

100,851 売 掛 金 24,139

連結子会社 香 港 日 幸 有 限 公 司 100.0％
香港販売会社
役員の兼任

製品の販売
（注１）

584,118 売 掛 金 135,310

受取配当金 40,200 － －

連結子会社
上 海 日 更 国 際 貿 易
有 限 公 司

100.0％
上海販売会社
役員の兼任

製品の販売
（注１）

147,611 売 掛 金 23,795

関 係 会 社
珠 海 立 高 精 機 科 技
有 限 公 司

38.0％
中国製造会社
役員の兼任

製品の仕入
（注２）

247,276 買 掛 金 48,817

１株当たり純資産額 1,468円28銭

１株当たり当期純利益 66円76銭

損益計算書上の当期純利益（千円） 155,068

普通株式に係る当期純利益（千円） 155,068

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,322

（リースにより使用する固定資産に関する注記）

　貸借対照表に計上した固定資産のほか、車両及び事務機器等の一部については、所有

権移転外ファイナンス・リース契約により使用しております。

（関連当事者との取引に関する注記）
（単位：千円）

（注１）製品販売の取引条件は、当社から提示する総原価等を基に価格交渉のうえ決定し
ております。

（注２）製品仕入の取引条件は、上記会社から提出された総原価を基に価格交渉のうえ決
定しております。

（１株当たり情報に関する注記）

（注）１株当たり当期純利益の算定上の基礎

（重要な後発事象に関する注記）

　該当事項はありません。

（注）記載の数字は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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